
（1）放浪ペットの保護収容
ɹࡂの発ੜ࣌ʹɺಉҰのߦ۠ҬのͰ͋ͬͯもඃঢ়گʹҬ͕ࠩ͋る߹ɺඃ
·͠౼のઃఆなͲの条݅を検ؒظରԠࡂఆɺࢦϖοトのఆٛରҬのࡂʹԠͯ͡ඃن
͢ɻ͜の検౼ʹΑΓɺඃ͕େ͖͔ͬͨҬͰ͍ࣂओ͔Β͙Εͯ์࿘͍ͯ͠るϖοト（ҎԼ
ʮ์࿘ϖοトʯと͍うɻ）とɺඃ͕ੜ͍ͯ͡な͍Ҭʹ発ࡂҎલ͔Β͍るྑݘྑ猫とを
ཧͯ͠ରԠ͢る͜と͕Ͱ͖·͢ɻ
ɹجຊతʹɺඃࡂとͯ͠ݶఆͨ͠ҬࡂରԠؒظʹอޢऩ༰ͨ͠์࿘ϖοトをඃࡂ
ϖοトと͠ɺͦΕҎ֎ɺ௨ৗۀと࣏ͯࣗ͠ମ͕ऩ༰ͨ͠ݘ猫とͯ͠ཧ͠·͢ɻ

（2）飼い主からの依頼による被災ペットの一時預かり
⁞Ұ࣌預かΓを͢るલʹ͜͏ߦͱʪ͍ࣂओͷࣂཆڥ整උͷͨΊͷࢧԉʫ
ɹ͍ࣂओආॴのཧऀ͔Βϖοトのࣂཆʹؔ͢る͍߹Θ͕ͤ͋ͬͨ߹ɺҎԼʹࣔ
͢様なࣂཆํ๏のྫをఏҊ͢るとともʹɺ͍ࣂओ͕ྗࣗྗۃͰϖοトをࣂཆཧͰ͖るΑうʹɺ
ආॴとのௐなͲのࢧԉを͢る͜と͕ॏཁͰ͢ɻ

⿎ආॴͰࣂཆ͢る
ɹආॴͰࣂཆ͢る߹ʹɺϖοトとのಉډॅΈ͚なͲʹつ͍֤ͯආॴ͕ఆΊͨルʔ
ルʹै͍ɺ͍ࣂओ͕ࣗをࣂͯͬ࣋ཆ͠·͢ɻࣂཆڥのҡ࣋ཧのͨΊʹɺ͍ࣂओಉ࢜
͕ॿ͚߹͍ɺ૬͢ྗڠʹޓる͜と͕ඞཁとなΓ·͢ɻ
⿎ࣗͰࣂཆ͢る
ɹ͍ࣂओ͕ࣗʹཹ·るࡏආの߹ɺ͍ࣂओආॴʹආͯ͠ɺϖοトをࣗͰࣂཆ
͢るͨΊʹɺੈʹ௨うํ๏͕͋Γ·͢ɻ
⿎ंͷதͰࣂཆ͢る
ɹ͍ࣂओもϖοトとڞʹंதധ͢る߹ɺϖοト͚ͩをंのதͰࣂཆ͢る߹͕͋Γ·͢ɻ
ंதͰのࣂཆͰՆقのதΤコϊϛʔクϥスީ܈のରࡦとҙ͕ඞཁͰ͢ɻ·ͨɺ
ंؒ࣌を離Εる߹ʹɺϖοトをंதҎ֎の҆全なࣂҭॴʹҠಈͤ͞るなͲのྀ͕ඞ
ཁʹなΓ·͢ɻ
ઃͳͲʹ預͚るࢪ⿎
ɹ様ʑな事ʹΑΓ͍ࣂओ͕ࣗϖοトをࣂཆͰ͖な͍߹ʹɺඃ͍ͯ͠ࡂな͍Ҭのੰ
༑ਓɺಈපӃɺϖοトϗςルのҰ࣌༬͚ઌʹ༬͚るํ๏͕͋Γ·͢ɻ

̍ 被災ペットのอ護ɾ�
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 Ұ࣌預かΓମ੍ͷ整උɾରԠ
ɹՄなݶΓ͍ࣂओのཧԼͰϖοト͕ࣂཆͰ͖る͜とを͠ࢦ·͕͢ɺ͍ࣂओ͕έΨපؾ
ͰೖӃ͢るɺϖοトをࣂཆཧͰ͖な͍事͕͋るなͲɺ͍ͣΕのखஈをऔる͜ともࠔな
߹ʹ࣏ࣗମ͕Ұ࣌༬͔Γをࢧԉ͠·͢ɻ
ɹҰ࣌༬͔Γઌとなるඃࡂϖοトࢪޢٹઃɺ࣏ࣗମ͕ॴ༗͢るطଘࢪઃ（อ݈ॴಈѪޢ
センλʔ）ɺ事લʹڠఆを݁Μͩݱ्ҩࢣձॴଐのಈපӃのଞɺ৽ͨなࢪઃのઃஔな
Ͳঢ়گʹԠͨ͡ରԠを検౼͠·͢ɻ
ɹ͍ͣΕのࢪઃʹ͓͍ͯもɺϖοトを༬͔るࡍʹ࣮֬なݸମࣝผཧを͠ɺ༬͔Γؒظɺ࿈
བྷઌなͲをॻ໘ʹΑΓ໌֬ʹ͓͖ͯ͠·͢ɻ͞Βʹ͍ࣂओと࿈བྷ͕औΕな͍߹ɺ͍ࣂओ͕
͠౼ओのৡମ੍も検͍ࣂ৽ͨなͯ͠ܞମと࿈ஂなͲもఆ͠ɺؔگཆͰ͖なくなるঢ়ࣂ
͓͖ͯ·͢ɻ

　これまでの災害では、飼い主からの依頼による一時預かりが長期化し、被災ペット

救護施設の運営が長引く事例がみられました。

　これは、飼い主と連絡が取れなくなる、または連絡が取れても飼い主には引き取る

意志がなく、かつ所有権放棄の意志もないために譲渡作業が進まないことを主な原因

としています。

　このような状況を避けるためには、預かりの際に一時預かり契約書等を交わすとと

もに、飼い主と離れて慣れない場所で長期の生活をすることがペットには多大なスト

レスとなることを理解してもらい、できる限り早期に引き取るよう飼い主に説明する

ことが有効です。また、飼い主とはこまめに連絡を取り、返還に向けた受入れ準備の

状況や意思を確認することも有効です。
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